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　吉富駅前の花壇では、マリーゴールドやマツバボタンなど季節

の花が美しく咲いています。これらの花の植栽は、よしとみレディ

ースがボランティア活動として取り組んでいるものです。

　よしとみレディース花づくり部代表の石井眞理子さんは、「花は

天候によって左右されますので、良い年、悪い年もありますが、現

在46名の本当に花が好きな人たちで活動しています。花づくり部

による活動はもう10年間になりますが、これからも皆様の心安ら

ぐ場所として、なお一層、頑張っていかなければと皆で話し合って

います。」と話していました。

駅前花壇の植替えをしました駅前花壇の植替えをしました駅前花壇の植替えをしました

現在の駅前花壇

町の人口

男

女

世帯数

7,294人 前月比（-19）

3,456人 前月比（-8）

3,838人 前月比（-11）

2,822戸 前月比（-1）

平成19年7月１日現在町の動き
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お盆前後のし尿収集業務予定お盆前後のし尿収集業務予定お盆前後のし尿収集業務予定
　お盆前後の収集業務は以下のとおりですのでお知
らせいたします。

　※お盆前の電話又はＦＡＸによる申し込み受付は
　　８月８日（水）まで
　　　　電 話 番 号：８３－２６３４
　　　　ＦＡＸ番号：８２－３７４９�     
  　　　　　　　　　　　　　　　　　  豊前清掃

平成19年

8月

11日（土） 午前中

13日（月） 休業

12日（日） 休業

14日（火） 休業

15日（水） 休業

16日（木） 休業

17日（金） 平常通り

お
盆
休
み

侵入盗(空き巣、忍び込み)に注意!侵入盗(空き巣、忍び込み)に注意!
　毎年夏場になると、無施錠の玄関や勝手戸から侵入し、空き巣や忍び込み（家

人が寝ている間に侵入）の被害が多く発生しています。

　特に掃き出し戸や出窓は無施錠になりがちで、そこから侵入されるケースが

多く発生しています。�

　夏場になり、暑さをしのぐため窓や戸を開ける機会が多くなりますが、外出

や就寝前にはすべての窓や戸の施錠を確認するように心懸けましょう。
　　　　　　　　　　　

豊前警察署 生活安全課

例年
、夏
場に

無施
錠で
の例年

、夏
場に

無施
錠で
の

侵入窃
盗被害

侵入窃
盗被害

侵入窃
盗被害が

多発が多
発
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初盆参りを控えさせていただきます
　例年、町内の初盆のご家庭を町からお参りさせていただいておりますが、諸般の

事情を考慮し、今年より控えさせていただきます。ご了承のほどお願いいたします。

　初盆を迎えられたご家庭におかれましては、静かなお盆でご愁傷のことと存じま

す。町の発展に寄与いただいた故人様の生前を偲び、心からご冥福をお祈り申し上

げます。

吉富町

プラスチック製容器包装の収集日を
追加しています。

●プラスチック製容器包装の出し方について

プラスチック製容器包装の収集日を
追加しています。
プラスチック製容器包装の収集日を
追加しています。
　既に回覧でお知らせしましたが、6月から、プラスチック製容器包装の収集を通常の収集日とは別

に主に第4週の水曜日（ビンの収集日と同じ日）にも追加して収集していますので改めてお知らせし

ます。なお、8月の追加収集日は、8月29日（水）となります。また、収集箇所の変更はありません。

　プラスチック製容器包装の収集日に集めるものは、プラのリサイク

ルマークのあるもののみが対象です。プラのマークのないプラスチッ

ク類は、可燃ごみで出してください。�

●発泡スチロールの出し方の変更について
発泡スチロールは、基本的に可燃ごみの日に可燃ごみの指定袋に入れて出してください。�

・理由
　発泡スチロールは、その大きさが一定以上（10ｃｍ角以上）である場合、プラスチック製容器包装としてのリ

サイクル処理が困難であることが判明しました。このため、今後、発泡スチロール製品を出される場合で、一定

の大きさ（10ｃｍ角）未満にできないものについては、可燃ごみ（週2回）の日に可燃ごみの指定ごみ袋に入れて

出してください。可燃ごみの指定袋に入りきれない大きさのものは、可燃ごみ（粗大）の日に出してください。 

　また、プラのリサイクルマークのあるものでも、汚れているままの

ものは、すべて可燃ごみで出し、プラスチック製容器包装では、絶対に

出さないでください。 プラのリサイクルマーク

   下記のもの等は、プラスチック製容器包装として使用後、そのまま出すと、中が汚れているためリサ
イクルができません。 プラスチック製容器包装として出す場合は、使用後、必ず、中を水等ですすいで綺
麗にしてから出してください。それらが難しい場合等は、すべて可燃ごみで出してください。

　歯磨きチューブ、シャンプー・リンスのボトル、食用油・醤油のボトル、洗剤・漂白剤・柔軟剤等のボト
ル、ラーメン、ヨーグルト等の容器

住民課
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健康福祉課より

18歳以上

体重50ｋｇ以上の方

４００ｍｌ献血
大歓迎！

　皆さんの協力で多くの命を救えることを願いつつ、

フォーユー会館でお待ちしています。

　介護保険第１号被保険者（65歳以上）の平成19年度の介護保険料が決

定しましたので決定通知書を８月上旬に郵送します。

　献血には200ml献血と400ml献血がありますが、400ml血液

の方が医療機関では重宝されているようです。それは安全面

への配慮からなのです。手術時等に必要な輸血量が多いほど、

400mlを使う方が使用する血液の種類が少なくてすみます。

輸血を受ける体にとっては、より少ない種類の血液をもらう

ことで、拒絶反応や感染症などの副作用を防ぐことになり、

安全に手術を受けることができます。ぜひ、400ml献血にご協

力ください！

☆年金天引きの場合（特別徴収）は、年間の保険料額より４、６、８月の納付額を除い

　た額を10、12、2月の３回の年金天引き（特別徴収）で納付となります。 

☆納付書、口座振替で納付の場合（普通徴収）は、年間の保険料額を８月から３月ま

　での８回で納付となります。 

☆平成19年10月から、年金天引き（特別徴収）開始となる場合は、８、９月の２回の　

み納付書、もしくは口座振替で納付となります。

★保険料は18年中の所得等をもとに所得段階を決定しています。ご本人や世帯の　

方の市町村民税の課税状況や所得等の金額が変わった場合は所得段階が変わる　

ことがあります。また、税制改正に伴う緩和措置（激変緩和措置）の対象の方は昨年度と比べて保険料額が　

増額となります。

★介護保険制度では、特別な事情がなく保険料を滞納すると、滞納期間に応じて介護サービス利用時の給付

　が制限されます。介護保険は皆様からの保険料で成り立つ制度ですのでご理解とご協力をお願いします。

●日　　時　 平成19年８月20日（月） 

　　　　　　 10：00～11：30／12：30～15：30　

　　　　　　　※11：30～12：30は、昼休みのため受付できません。

●場　　所   吉富フォーユー会館

●持ちもの　ご本人と確認できる書類（運転免許証・保険証・パスポート等）

　　　　　　※これは感染症（エイズ等）の検査目的の献血を未然に防止するための確認

　　　　　　　です。身分証の提示を拒否された場合、献血をお断りすることがあります。

●問い合わせ先  　健康福祉課 　　24-1123

●問い合わせ先  　 役場健康福祉課 　　24-1123

　　　　　　　　　　福岡県介護保険広域連合（事業課資格管理係） 　　092(643)7055

平成19年度の介護保険料が決定しました

8月20日、献血を実施します！
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児童扶養手当・特別児童扶養手当制度児童扶養手当・特別児童扶養手当制度
１．手当を受けられる人

　　●児童扶養手当

　　　　父母の離婚・父の死亡などによって、父と生計を同じくしていない児童について、手当を支給する制

度です。

日本国内に住所があり、次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日以後の最初の３月31日まで

の間にある者、障害児については２０歳未満）を監護している母、または母に代わってその児童を

養育している人に支給されます。

　①　父母が婚姻を解消した児童

　②　父が死亡した児童

　③　父が施行令に定める程度の障害の状態（年金の障害等級１級程度）にある児童で、公的年金

　　　の加算対象となっていない児童

　④　父の生死が明らかでない児童

　⑤　父から１年以上遺棄されている児童

　⑥　父が法令により引き続き１年以上拘禁されている児童

　⑦　母が婚姻によらないで懐胎した児童

　【支給の制限】�

定められた額以上の所得があるときは手当が支給されません。また、平成15年４月１日時点に

おいて、手当の支給要件に該当してから、５年を経過している場合は、時効により受給権がな

くなりますのでご注意ください。

　　●特別児童扶養手当

　　　　精神または身体が障害の状態（政令で定める程度以上）にある２０歳未満の児童について、手当を支

給する制度です。

日本国内に住所があり、精神または身体に障害を有する児童を監護している父か母、または、父母

に代わってその児童を養育している人に支給されます。

【支給の制限】

定められた額以上の所得があるときは手当が支給されません。また、対象児童が、障害を支給

事由とする公的年金を受けることができるときや、児童福祉施設などに入所しているときは

支給されません。

２．手当を受ける手続�

　　　手当を受けようとする人の認定請求に基づいて支給しますので、住所地の市区町村窓口に請求の手続

きをしてください。�

　【現況届】

受給者の前年の所得の状況と、８月１日現在の児童の養育の状況を確認するための届です。提

出がないと８月以降の手当の支給を受けることができなくなります。また、２年以上届出がな

いと、時効により支払を受ける権利がなくなりますので必ず提出してください。

　【変更の届】

　　住所や氏名、金融機関が変わったときなどは、市区町村へ届出が必要です。�

３．手当受給資格喪失の届出

  　　手当を受給する事由がなくなった場合、すぐに市区町村へ届出してください。受給資格がなくなって受

給された手当は、全額返還しなければなりません。

■詳しくは、吉富町役場健康福祉課（　２４－１１２３）までお問合せください。�

ご存知ですか？
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額
を
七
億

八
千
四
百
九
十
九
万
八
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

（
可
決
）

《
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
》

　
歳
入
予
算
の
繰
入
金
と
町
債
の
款

項
の
金
額
に
異
動
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
り
、
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

（
可
決
）

　
※
監
査
委
員
の
選
任

　
議
会
か
ら
選
任
さ
れ
て
い
た
監
査

委
員
が
任
期
満
了
と
な
り
、
若
山
征

洋
議
員
を
、
監
査
委
員
に
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
意
）

　
※
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
　
員
の
選
任

　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
三
日
で
任

期
満
了
と
な
る
寺
岡
正
好
氏
の
後
任

と
し
て
、
西
川
保
氏
を
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
意
）

　
※
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　
平
成
十
八
年
度
吉
富
町
水
道
事
業

会
計
予
算
の
繰
越
額
の
使
用
に
つ
い

て
、
繰
越
計
算
書
に
よ
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
※
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
十
八
年
度
吉
富
町
土
地
開
発

公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
※
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
議

　
　
会
議
員
の
選
挙

　
前
議
員
の
任
期
が
、
四
月
三
十
日

で
満
了
し
た
た
め
、
選
挙
の
結
果
、

藤
家
清
見
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
※
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
規
約
が
本
年
三
月
三
十
日
に
施
行

さ
れ
、
広
域
連
合
議
会
議
員
選
挙
の

必
要
が
生
じ
た
た
め
、
選
挙
の
結
果
、

�
冨
壽
一
郎
町
長
が
当
選
し
ま
し
た
。

☆
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
中
止
を

　
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
請
願

（
採
択
）

☆
教
育
予
算
の
確
保
と
充
実
を
求
め

　
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

（
採
択
）

☆
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
中

　
止
を
求
め
る
意
見
書

☆
教
育
予
算
の
確
保
と
充
実
を
求
め

　
る
意
見
書

　
二
件
と
も
可
決
し
、
関
係
省
庁
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
、
次
の
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
◆
高
齢
者
及
び
雇
用
対
策
に
つ
い

　
　
て

　
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
ど

　
　
の
よ
う
な
形
態
で
、
い
つ
設
立

　
　
す
る
の
か
、
そ
の
計
画
に
つ
い

　
　
て

　
◆
別
府
住
宅
の
修
繕
に
つ
い
て

　
・
特
に
雨
漏
り
対
策
に
つ
い
て

　
◆
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
・
広
津
交
差
点
の
改
良
に
つ
い
て
、

　
　
県
に
対
す
る
要
望
な
ど
町
と
し

　
　
て
の
計
画
と
そ
の
見
通
し
は
ど

　
　
う
か

　
・
キ
グ
ナ
ス
石
油
か
ら
南
側
の
の

　
　
り
敷
を
利
用
し
た
道
路
の
拡
幅

　
　
問
題
の
進
展
状
況
と
対
応
に
つ

　
　
い
て

一
部
改
正
し
た
条
例

平
成
十
九
年
度
補
正
予
算

人
　
事
　
案
　
件

報
　
告
　
事
　
項

六
月
定
例
議
会
報
告

六
月
定
例
議
会
報
告

六
月
定
例
議
会
報
告

　
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
二
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
六
議
案
と
報
告

案
件
二
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

《
　
選
　
挙
　
》

《

意

見

書

》

《

一

般

質

問

》

《
　
請
　
願
　
》
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◆
合
併
問
題
に
つ
い
て

　
・
豊
前
市
と
の
合
併
問
題
に
つ
い

　
　
て
、
町
民
の
意
志
は
四
月
の
町

　
　
長
・
町
議
会
議
員
選
挙
で
示
さ

　
　
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し

　
　
行
政
懇
談
会
の
集
約
結
果
が
「
推

　
　
進
」
と
出
た
場
合
、
今
後
の
対

　
　
応
は
住
民
投
票
で
決
め
る
べ
き

　
　
と
考
え
る
が
ど
う
か

　
◆
し
尿
に
関
す
る
環
境
衛
生
事
業

　
　
に
つ
い
て

　
・
し
尿
処
理
セ
ン
タ
ー
に
条
例
で

　
　
定
め
ら
れ
た
使
用
料
を
業
者
が

　
　
支
払
っ
て
い
な
い
、
又
、
汲
み

　
　
取
っ
た
量
と
料
金
に
納
得
で
き

　
　
な
い
と
い
う
町
民
の
不
満
の
声

　
　
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
問
題
に

　
　
組
合
を
構
成
す
る
一
団
体
と
し

　
　
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

　
　
か

　
◆
全
て
の
経
費
を
節
約
し
、
四
年

　
　
後
ま
で
に
一
割
以
上
の
削
減
に

　
　
つ
い
て

　
・
な
ぜ
、
節
約
す
る
の
か
、
理
由

　
　
を
明
確
に
説
明
し
て
欲
し
い

　
・
ど
ん
な
方
法
で
節
約
す
る
の
か
、

　
　
各
項
目
ご
と
に
数
値
化
し
具
体

　
　
的
に
示
し
て

　
・
節
約
に
よ
り
、
考
え
ら
れ
る
町

　
　
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
の
有
無
と

　
　
対
策
は

　
・
削
減
検
討
委
員
会
の
設
立
は
、

　
　
メ
ン
バ
ー
構
成
は
考
え
て
い
る

　
　
の
か
又
、
進
捗
管
理
方
法
と
管

　
　
理
者
の
指
名
は
考
え
て
い
る
の

　
　
か

　
◆
全
て
の
事
業
の
見
直
し
、
収
入

　
　
に
見
合
っ
た
支
出
に
よ
る
財
政

　
　
運
営
に
つ
い
て

　
・
な
ぜ
見
直
し
を
す
る
の
か
、
今

　
　
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
優
先

　
　
順
位
と
事
業
毎
の
数
値
化
案
は

　
　
あ
る
の
か

　
・
見
直
し
検
討
委
員
会
の
設
立
は
、

　
　
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
考
え
て
い

　
　
る
の
か
又
、
進
捗
管
理
方
法
と

　
　
管
理
者
の
指
名
は
考
え
て
い
る

　
　
の
か

　
◆
公
正
、
公
平
な
開
か
れ
た
町
政
。

　
　
徹
底
し
た
情
報
公
開
条
例
に
つ

　
　
い
て

　
・
何
を
も
っ
て
公
平
、
公
正
な
町

　
　
政
と
言
わ
れ
る
の
か
を
説
明
し

　
　
て
ほ
し
い
。
一
例
を
あ
げ
て
説

　
　
明
が
ほ
し
い
。

　
・
情
報
公
開
条
例
の
方
法
は
、
事

　
　
例
又
は
具
体
案
を
示
し
て
ほ
し

　
　
い

　
◆
若
者
の
就
職
支
援
と
企
業
誘
致

　
　
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
に
つ
い
て

　
・
誘
致
企
業
の
種
類
、
候
補
地
は

　
　
ど
ん
な
方
法
で
、
何
時
ま
で
や

　
　
る
の
か

　
◆
自
然
を
守
る
住
み
良
い
生
活
環

　
　
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
・
な
ぜ
、
ど
ん
な
方
法
に
て
、
何

　
　
時
ま
で
に
ど
こ
を
実
施
す
る
の

　
　
か
を
具
体
例
を
あ
げ
て
説
明
し

　
　
て
ほ
し
い

　
◆
町
長
の
全
て
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
　
の
達
成
に
つ
い
て

　
・
町
長
の
全
て
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

　
　
に
対
し
て
、
ま
ず
、
ト
ッ
プ
ダ

　
　
ウ
ン
方
式
か
、
提
案
方
式
で
進

　
　
め
る
の
か
を
明
確
に
し
て
ほ
し

　
　
い

　
・
提
案
方
式
な
ら
ば
各
課
長
に
私

　
　
な
ら
こ
う
す
る
を
提
出
さ
せ
、

　
　
進
捗
管
理
表
を
作
成
の
上
、
ス

　
　
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
管
理
者
に
議

　
　
員
を
指
名
し
月
度
報
告
会
等
の

　
　
開
催
は
出
来
な
い
か

　
・
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
に
も
前
項

　
　
の
方
法
に
て
、
執
行
部
と
議
員

　
　
の
総
力
に
よ
り
目
標
達
成
す
る

　
　
こ
と
が
町
政
の
改
革
、
発
展
と

　
　
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
は

　
◆
財
政
計
画
に
つ
い
て

　
・
毎
年
、
基
金
（
貯
金
）
を
取
り

　
　
崩
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
財

　
　
政
破
た
ん
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

　
　
何
か
対
策
は
あ
り
ま
す
か
、
一

　
　
例
を
あ
げ
て
説
明
を
お
願
い
し

　
　
ま
す

　
◆
豊
前
市
と
の
合
併
に
つ
い
て

　
・
行
政
懇
談
会
に
お
け
る
町
民
の

　
　
意
見
（
現
在
ま
で
の
）
と
合
併

　
　
協
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
の
町

　
　
長
の
考
え

　
・
法
人
町
民
税
の
平
成
八
年
度
か

　
　
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
十
年

　
　
間
の
推
移
と
今
後
の
見
通
し
に

　
　
つ
い
て
　

　
・
本
町
が
自
立
、
存
続
で
き
る
か

　
　
町
長
の
考
え
と
そ
の
根
拠
と
な

　
　
る
資
料

　
◆
町
長
か
ら
の
皆
さ
ん
へ
の
お
約

　
　
束
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
に
つ
い

　
　
て

　
・
吉
富
駅
へ
の
進
入
路
、
駐
車
場
、

　
　
商
業
施
設
用
地
の
整
備
、
確
保

　
　
（
民
間
と
共
同
開
発
す
る
）

　
・
高
齢
者
介
護
施
設
の
十
分
な
受

　
　
け
入
れ
体
制
の
整
備
と
健
康
づ

　
　
く
り
推
進
の
充
実
強
化

　
・
団
塊
の
世
代
対
策
と
し
て
健
康

　
　
管
理
と
経
験
を
生
か
し
た
地
域

　
　
で
の
雇
用
創
出
、
起
業
支
援
、

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設

　
　
立
す
る

　
・
安
全
な
道
路
整
備
、
ま
ず
広
津

　
　
交
差
点
の
改
良
（
キ
グ
ナ
ス
石

　
　
油
前
交
差
点
に
歩
道
と
右
折
車

　
　
線
を
確
保
す
る
）

　
　
　
以
上
四
点
に
つ
い
て
、
ど
の

　
　
様
な
計
画
を
お
持
ち
な
の
か
。

　
　
ど
こ
の
課
が
い
つ
ま
で
に
や
る

　
　
の
か
具
体
的
に
説
明
を
求
め
ま

　
　
す

　
◆
選
挙
公
約
と
し
て
「
吉
富
町
の

　
　
皆
様
　
私
の
政
策
プ
ラ
ン
」
提

　
　
案
に
つ
い
て

　
・
人
口
一
万
人
を
め
ざ
す
活
力
あ

　
　
る
町
づ
く
り

　
・
少
子
高
齢
化
と
団
塊
世
代
対
策

　
　
に
つ
い
て

　
　
　
以
上
二
点
に
つ
い
て
ど
の
様

　
　
な
計
画
を
お
持
ち
な
の
か
具
体

　
　
的
な
計
画
、
行
動
目
標
を
示
し

　
　
て
欲
し
い

　
◆
町
内
の
環
境
と
防
災
対
策
に
つ

　
　
い
て

　
・
町
内
の
空
家
対
策
に
つ
い
て
、

　
　
現
在
町
内
に
空
家
が
何
軒
あ
る

　
　
の
か
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
・
消
防
法
が
改
正
さ
れ
住
宅
用
火

　
　
災
報
知
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

　
　
れ
、
町
内
設
置
の
進
捗
状
況
に

　
　
つ
い
て

　
次
の
定
例
会
の
開
催
は
九
月
に
な

り
ま
す
。
請
願
、
陳
情
が
あ
れ
ば
、

八
月
末
日
ま
で
に
議
会
事
務
局
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

《

次

回

予

告

》

議
会
事
務
局
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今
回
は
、
こ
れ
か
ら
発
注
が
予
定

さ
れ
て
い
る
下
水
道
工
事
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
そ
の
箇
所
を
地
図
に
記
載
し
ま
し

た
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
六
箇
所
（
①
～

⑥
）
で
の
工
事
を
実
施
す
る
計
画
で

事
務
的
な
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
各
工
事
の
内
容
を

簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

〈
①
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
広
津
上
及
び
下
区

に
お
い
て
、
一
号
汚
水
幹
線
管
渠
等

の
布
設
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
ま
ず

深
い
位
置
に
推
進
工
法
で
、
次
に
各

家
庭
か
ら
の
汚
水
を
取
り
込
む
た
め

比
較
的
浅
い
位
置
に
開
削
工
法
で
、

下
水
管
渠
を
布
設
す
る
も
の
で
す
。

〈
②
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
界
木
及
び
直
江
区

に
お
い
て
、
二
号
汚
水
幹
線
管
渠
の

布
設
を
開
削
工
法
と
推
進
工
法
で
、

お
こ
な
う
も
の
で
す
。

〈
③
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
界
木
区
に
お
い
て

面
整
備
管
渠
の
布
設
を
開
削
工
法
で

お
こ
な
う
も
の
で
す
。

〈
④
・
⑥
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
小
犬
丸
上
及
び
下

区
に
お
い
て
、
面
整
備
管
渠
の
布
設

を
開
削
工
法
で
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

〈
⑤
の
工
事
〉

　
こ
の
工
事
は
、
小
犬
丸
下
区
に
お

い
て
、
面
整
備
管
渠
の
布
設
を
開
削

工
法
で
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

　
①
の
工
事
で
は
県
道
部
分
に
限
っ

て
は
片
側
交
互
通
行
が
可
能
で
す
が

②
～
⑥
の
い
ず
れ
の
工
事
も
道
路
の

幅
員
が
狭
い
箇
所
で
の
施
工
と
な
る

た
め
、
作
業
時
間
帯
は
原
則
と
し
て

四
輪
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
下
水
道
の
工
事
に
と
も
な
い

上
水
道
配
水
管
の
仮
設
や
布
設
替
え

の
工
事
も
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

　
そ
こ
で
、
工
事
の
着
手
前
に
付
近

住
民
の
方
々
を
対
象
に

●
工
事
中
の
道
路
通
行
規
制

●
事
前
の
家
屋
調
査
や
井
戸
水
調
査

　
の
協
力
依
頼

●
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

　
に
な
る
と
生
ず
る
個
人
負
担
内
容

　
な
ど
の
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す

　
の
で
、
多
数
の
出
席
を
お
願
い
い

　
た
し
ま
す
。

※
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
自

　
治
会
長
さ
ん
と
協
議
の
う
え
通
知

　
又
は
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

　
す
。

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

フォーユー会館催し物ご案内
日付

8/26

催  し  物

ジョイフルコンサート

時　間 入場料

日

○開場/
　　13：00
○開演/
　　13：10

無　料

9/2
アロエベラ愛用者の集い

日

○開場/
　　13：00
○開演/
　　13：30

無　料《問い合わせ先》 
中津ひまわりの会　鎌野
　090-4777-6870

（整理券あり）
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行政懇談会の報告行政懇談会の報告
　平成19年5月28日から6月26日までの間に、町内17箇所で行政懇談会を実施しました。合計796

名という今までにない大変多くの方にご参加いただき、誠にありがとうござました。また、自治

会長及び役員の方のご協力に心から感謝申し上げます。

　この懇談会で、多くの方からご意見、ご質問を頂きました。要約して報告いたします。なお、同

じ内容のご意見等は、代表的なものを紹介しています。

　また、懇談会の要点を筆記した会議録は企画財政課で閲覧できます。

県知事からの合併協議会の設置勧告は、全国で初めてであると聞いた。この勧告はどの程度の意味

があるのか。

県は、なぜ豊前市と合併を進めるのか。

新聞報道をみると、知事の勧告はこちらが頼んだように書かれているが。

なぜ合併賛成派議員が県庁まで行って、勧告するよう依頼したのか。

勧告の重みをどのように受け止めているのか。県からの言うことに従わないと、後々、うまく行か

ない場合がないとも限らない。

合併しなかった場合は、各種交付金、国県の補助金が削減されるのではないか。

豊かな吉富町を作るためには、国県と連携し、県を利用して吉富町を繁栄させてもらいたい。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

なぜ、豊前市との合併協議をしないのか、協議をしても合併しなければならないことはないはず。

今の段階で 合併の是非を問えば町民の8割は反対すると思う。意味が分からないからそのように

なる。理解をした上で判断してもらうべきだ。

4月の選挙で合併に対する町民の答えは出ている。町長選挙では合併慎重派の�冨町長が圧勝した。

議員選挙においても合併賛成派の現職議員が3人落選し、反対派は票を伸ばした。

町長の任期4年間の財政見直しにより、どれくらいの痛みを伴うのか、数字を示す必要があると思う。

皆が皆、痛みを我慢できないこともある。こんなに我慢するなら県の言うように豊前市との合併も

一つの手段との考えもあると思う。豊前市と合併してどうなるかは分からないが、話を聞く位はよ

いのではないか。話を聞いてこれは良くないと感じたら合併する必要はないと思う。豊前市と協議

をして、財政シミュレーション等を作成し、それを住民に対する説明資料として示してもらいたい。

今回の選挙は合併問題が争点になったことは事実である。町長は選挙中も合併協議に入るのは時

期尚早だと言っていた。町の執行部の胸中は既に決まっていると思ってよいのか。考えが途中で変

るのはおかしい、信念をもってやってほしい。

今後、地方交付税等が減少し体力が弱り、国が絶対的に合併を迫ってきた時、対等的な合併は出来

ないと思う。吸収合併になるのではないか。惨めな思いをするのではないか。

4月の選挙で民意は反映された。町長はリーダーとして自分の意見で言えばよい。住民の意見を今

更聞かなくても良いのではないか。

今、豊前市との合併であれば対等合併が出来る。しかし、将来は吸収合併になりかねない。財政が先

細りする中、合併しなくて大丈夫か。

合併協議は最初から合併するという、やる気がないと駄目である。今回の問題もその辺をよく論議

して取り組んでほしい。

１　合併協議会設置勧告について（全体で17件のご意見等を頂きました。）

２　合併協議について（全体で22件のご意見等を頂きました。）
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町の財政計画のシミュレーションでは、平成28年度に赤字に転落するようになっている。そうならな

いためには、収入増と経費節減の対策が必要と思う。いつまでにどのような施策を実施するのか。

基金は21億円あるようだが、毎年2億、3億と繰り入れて行けば何年か後にはなくなる。それは何年先

なのか。財政が大丈夫ならば合併してほしくない。しかし、このままの状態で推移して、基金が全くな

くなった時はどうするのか。

町民税、法人税が減少している。単独で行くのであれば、どこを節約し、住民がどんな痛みを伴うのか、

赤字にならない方策を数字で示してほしい。

平成8年度と比較して税収は約2億円減少している。10年前と財政状況がどう変化しているのか。これ

は住民にとって合併の判断材料になる。また、10年先はどうなるのかを示し、合併の是非を町民に判

断してもらうべきある。

20万円の収入が19万円になったら19万円の生活をするはずといった。私は20万円になる努力をする。

新町長にはそれを期待している。我慢するのでなく、いかに収入を多くするか、町民がいかに働いて

収入が多く得られるかを考えていただきたい。

町のホームページに財政計画で赤字になる財政見通しを載せている。赤字だから県は指導するので

はないか。赤字にならないシミュレーションをだしてほしい。

資料を見ると人件費の割合が高い。何人の人に対して、一人当たりいくら支払っているのか。人件費

は上がっているのか、下がっているのか。複数年の流れを教えてほしい。収入に見合った財政運営を

していく上で、人件費について、どのように考えているのか。

歳出削減は町民ばかりにしわ寄せが来るように聞こえた。組織改革による人件費の削減は考えてい

ないのか。

住民に痛みを伴わない財政確保はない。職員の皆さんにもやってもらわなければならない。そのため

には早い時点で具体的な計画を出したほうが分かりやすいと思う。

何でも切り捨てるのは反対です。切り捨てるときは納得のいく説明をしてほしい。

吉富町の健全財政は評価できる。今後も引き続き堅持してほしいが、節約節約で小さく固まらないで、

吉富町の今後の進むべき方向性を決めて、発展のための支出は止むを得ない、吉富町の発展につなが

る財政シミュレーションを再構築し、早めに情報開示をしてほしい。

吉富町が合併しなくて、将来、この小さな町でやっていけるのか。

吉富町は面積が狭いだけに人口密度は高く、水道、下水道、防災無線にしても、効率よく小回りの利く

町である。経費の見直しをやっていけばどうにか単独でやれるのではないか。

吉富町は無駄をしていないと思う。収入は高齢者が増えて期待できない。歳出は高齢化等により増加

すると思われる。今後、財政運営は大丈夫なのか。

吉富町は住民も自助努力が大切と思う。もっと努力するところがある。

厳しい財政の中、今後進めようとしている少子化対策、下水道事業の財源の確保は可能か。

吉富町は小さくて行政効率がよい。サービスも近隣より良い。吉富町は住みやすいと思っていた。し

かし、今後財政の見直しにより痛みの部分がどこに出てくるか不安である。住民サービスを近隣と同

じ程度にするのか。人口を増やすために近隣もうらやむサービスを維持するのか。私は出来る限りサ

ービスの良い状態を保ってほしい。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

３　財政について（全体で52件のご意見等を頂きました。）

(9)

(10)

今、豊前市との合併が言われているが、上毛町を含めた合併、あるいは中津市との合併は考えられ

ないのか。

フォーユー会館などの施設で、町民を前にして、福岡県、豊前市、吉富町の話し合いをしたらどうか。
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(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

合併問題については、住民投票で決定すべきであると思う。

合併協議会の席に着くか着かないかは、この懇談会の内容を判断して決定するのか。別の手段で賛

否を問うのか。

全地区を回った後、どういう方法で結果を知らせるのか。それとも住民投票を行うのか。

住民投票をしない理由を教えてほしい。

アンケート調査を実施する意思はあるか。アンケートを実施してほしい。

５　住民投票について（全体で10件のご意見を頂きました。）

豊前市と合併した場合のメリット、デメリットを示してほしい。

合併しなかった場合のメリット、デメリットを示してほしい。

吉富町は面積が狭いため企業誘致は期待できない。豊前市は東部工業団地など、自動車１５０万台

構想で企業が進出している。豊前市は今後税収が伸びるのではないか。

この地域が豊前市との合併により広い地域になることが良いことなのか。合併して見かけ上の財

政規模が大きくなっても、一人ひとりの生活が楽にならなければ意味がない。

発展性は、合併することによって、より早く効率的にできる印象がある。土地、人口、企業誘致など、

大きくなるのが早道ではないか。財政規模を大きくして夢を持ちたい。発展は合併によって加速さ

れると私は考える。

近隣の住民サービスは吉富町の方が良い。合併すると住民サービスが悪くなるのではないか。吉富

町の住民にとってメリットはない。

高度医療など、町単独では設置が難しいものが合併によって出来るのではないか。

若い人に住んでもらうためには教育が問題となる。行橋を中心とした高校は残っているが、豊前市

を中心とした高校は青豊高校しかない。吉富町は幸い中津市の学校が受け入れてくれている。受入

れがなくなると、皆中津市に住むと思う。豊前市との合併で中津市の高校が受け入れなくなること

が心配である。また、青豊高校まで7～8キロある、逆に中津市を見るとその7～8キロの中に高校は

たくさんある。また、中津市には、法務局などの国の機関は、吉富町から2キロ圏内に揃っている。今、

吉富町は20数キロ離れた行橋に行かなければならない。今は我慢して道州制を待って中津市と合

併すべきと思う。

吉富町の流通機構は、ほとんど中津市である。吉富で取った魚、作った野菜は中津に行く。その代金

はもらうが、売り上げに対する税収は中津市に入っている。どうしても合併しなければならないと

きは、道州制を待って、中津市と合併する方がよいと思う。

私たちは、買い物、病院などの生活圏は中津市である。豊前市にはあまり行かない。豊前市と合併は

したが生活圏は中津市であるということが想定される。そのような観点からの合併は考えないのか。

豊前市のホームページを見たが、豊前市は団塊世代が多い。退職手当基金は４億円程度あるようだが、

退職金を支払うためには、十数億になり借金をしなければ払えないと思う。吉富町は退職手当組合に

加入しているので心配はないようである。

吉富町は水が十分にある。豊前市は工場を立地しているが、工場には水が必要である。吉富町の水

が持って行かれるのではないか。

合併したら吉富町の議員が減らされ、見放される。市長をとれればよいがそれも難しいと思う。

合併した中津市の三光、耶馬溪の人は良く言っていない。豊前市との合併は同じ様なことになりそ

うである。上毛町と合併した方が良い。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

４　合併によるメリット・デメリットについて（全体で31件のご意見等を頂きました。）
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(1)

(2)

(3)

東部三町村の合併については、新町の名称まで決まっていたが、私たちの分からない内に破綻した。

本当の理由は何なのか。それが分からない内に、今度は豊前市との合併の話が持ち上がった。東部

三町村の破綻の理由を教えてほしい。

築上東部三町村の合併協議は、合併寸前までいった。しかし、庁舎の位置が決まらず破綻した。なぜ、

破綻する際にこのような懇談会を開いて住民の意見を聞かなかったのか。

前回の合併協議にはどれくらいの経費がかかったのか。

６　築上東部三町村合併協議について（全体で9件のご意見等を頂きました。）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

人口を１万にする具体的な方策は。

企業誘致はどのように考えているのか。マニフェストにある吉富駅の商業施設用地の整備、確保は

いつ、どのようにするのか。

都市計画を見直し、発展できる計画にしてほしい。

シルバー人材センターを早く設置してほしい。

住民生活で一番大切なものは生活インフラの整備だと思う。緊縮財政も結構であるが、住民の利便

性を向上し、住民を増やす、税収を増やすためには、インフラ整備を積極的にやってもらいたい。

町として環境を整備するなら、ポイ捨て条例の制定は考えていないか。

活用されていない町有地は除草の経費もかかっていると思う。宅地として分譲すれば、人口も増え

るのではないか。

都市計画の見直しなど期待している。しかし、大きな話ばかりでなく地域の身近な問題も取り上げ

てほしい。

このような懇談会を年２回は実施してほしい。

７　その他（全体で45件のご意見等を頂きました。）
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よ
し
と
み
憩
い
の
や
か
た
で
６

月
26
日
、
吉
富
町
寿
会
連
合
会
（
横

川
政
敏
会
長
）
主
催
の
「
第
６
回

吉
富
町
寿
会
連
合
会
囲
碁
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

《
Ａ
級
》�    

　
①
　
宇 

佐
　
米
市

　
②
　
若
山
　
邦
宏

　
③
　
寺
岡
　
敏
光�   

《
Ｂ
級
》�    

　
①
　
川
嶋
　
清
香

　
②
　
太
田
　
　
榮
　
　
　

　
③
　
礒
田
　
照
明�   

《
Ｃ
級
》�

　
①
　
長
野
　
政
敏

　
②
　
服
部
　
七
郎

　
③
　
是
本
　
　
豊

《
最
高
齢
者
賞
》�

　
赤
尾
　
善
治
（
85
歳
）

寿
会
囲
碁

大
会
結
果

寿
会
囲
碁

大
会
結
果

寿
会
囲
碁

大
会
結
果

豊かな感性を育てる栽培活動から豊かな感性を育てる栽培活動から
　本園は恵まれた自然いっぱいの中にあり、園庭続きに自然林の築山や広い花壇があり、子ども

達は四季折々の自然の中で直接体験を楽しんでいます。またすぐ横には町営プールがあるという

利点を生かし、毎日プール遊びを楽しみながら大きいプールに慣れ、小学校でのプール学習への

意欲を育んでいます。園舎裏側にある「体験学習田」は小学校やキッズクラブも活用しており、四

季を通じてさまざまな野菜の栽培を行っています。本園でも四季を通じての栽園活動を通して、

野菜の成長や収穫の喜びを味わうことが自然とのふれあいを深め、幼児の豊かな感性を育てるこ

とになるのではないかと思い、みんなで楽しみながら取り組んでいます。

幼稚園紹介

～ まめ・たまねぎ・じゃがいもの収穫 ～

ほら見て!こんなにいっぱいとれたよ!

このだいこん、なかな
かぬけないなあ～
だれかてつだってよ～

きゅうりにもおみず
をたくさんやって、は
やく大きくなってね！

ようちえんでほった

たまねぎとじゃがい

もはお泊まり保育に

もっていっておいし

いカレーをつくるん

だ～！！むらさきの

たまねぎはサラダに

なるんだよ。
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こ
の
ほ
ど
、
福
岡
リ
ー
セ
ン
ト
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
福
岡
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
総
会
」
に
お
い
て
、

和
才
直
俊
氏
が
福
岡
法
務
局
長
か
ら

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
和
才
氏
は
、
平
成
10
年
２
月
か
ら

永
き
に
わ
た
っ
て
、
住
民
の
基
本
的

人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
監
視
し
、
も
し
、
こ
れ
が
侵
犯
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め

に
速
や
か
に
適
切
な
処
置
を
採
る
と

と
も
に
、
常
に
人
権
尊
重
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
い
、

多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
寺
岡
正
好
さ
ん
が
任
期
満
了

に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
任
の
委
員
は
、
６
月
町
議
会
に

お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、
次
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
西
川
　
保
さ
ん
（
小
犬
丸
下
）

　
任
期
　
平
成
19
年
６
月
24
日
か
ら

　
　
　
　
平
成
22
年
６
月
23
日
ま
で

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会

委
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
和
才
さ
ん

わがまち・ふるさと
トピックス

わがまち・ふるさと
トピックス

福岡法務局長から感謝状

和才直俊人権擁護委員
▼

選
任
さ
れ
た
西
川
さ
ん
（
右
）

▼

　平成19年度敬老会を次のとおり開催いたしますので、該当者の皆様は、お誘い
合わせのうえ多数ご参加ください。

◆該当者　75歳以上の方（昭和８年４月１日までの出生者。）
　　　　※70歳以上から75歳以上に、変更になりましたので、ご注意ください。

◆日　時　９月17日（月曜日）�     
　　　　　●受付　午前８時３０分～　●式典　午前９時～
 　　　　　（式典終了後、吉富町寿会連合会によるカラオケが披露されます。）

◆会　場　吉富フォーユー会館　大ホール� 

※なお、該当者（75歳以上）の皆様には、９月初旬頃にご案内の文書を配布する　
　予定です。�

平成19年度敬老会の該当者が変更になります。平成19年度敬老会の該当者が変更になります。平成19年度敬老会の該当者が変更になります。

感
謝
状

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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六
月
二
十
四
日
（日）
に
、
吉
富
町
体

育
館
に
て｢

第
十
八
回
吉
富
町
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会(

吉
富
町
体

育
協
会
主
催)｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
の
小
学
生
か
ら

愛
好
家
ま
で
多
く
の
選
手
が
出
場
し
、

元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
大
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
の
結
果
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す
。

【
一
般
ト
リ
ム
（
男
女
混
合
）
の
部
】

　
優
　
勝
　
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｙ

　
　
　
　
（
主
将:

梅
津
光
文
さ
ん
）

　
準
優
勝
　
Ｙ
Ｉ
Ｃ
・
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
　
（
主
将:

梅
林
秀
一
さ
ん
）

【
小
学
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
Ｌ
Ａ
大
好
き
チ
ー
ム

　
　
　
　
（
主
将:

若
松
樹
里
さ
ん
）

　
準
優
勝
　
ブ
ラ
ッ
ク
ド
ラ
ゴ
ン

　
　
　
（
主
将:

堂
本
聖
也
さ
ん
）

　
第
三
位
　
バ
レ
ー
ボ
ー
イ
ズ

　
　
　
　
（
主
将:

山
本
健
人
さ
ん
）

　
去
る
、
七
月
一
日
（日）
に
、
築
上
郡

内
各
町
で
第
四
十
六
回
築
上
郡
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
町
の
代
表

選
手
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
吉
富
町
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
参

加
し
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
（
壮
年
女
子
の
部
）
と
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
競
技
（
壮
年
の
部
）
で
見
事
に

優
勝
し
ま
し
た
。
九
月
に
は
県
民
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
18
回 

吉
富
町
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
結
果

第
46
回
築
上
郡
民
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
46
回
築
上
郡
民
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

マ
　
シ
　
ー

ワ
イ
ア
イ
シ
ー

一
般
ト
リ
ム
の
部
・
優
勝

　
　
　
　
　
「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｙ
」

▲

小
学
生
の
部
・
優
勝

　
「
Ｌ
Ａ
大
好
き
チ
ー
ム
」

▲
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
競
技
で
優
勝
し
た

壮
年
女
子
チ
ー
ム

▲

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
で
優
勝
し
た

山
本
・
佐
田
ペ
ア

▲

（１）開催日時　平成１9年８月30日（木）　開場・受付/13：00　開演/13：30 

（２）開催場所　吉富フォーユー会館　２階　研修室１、２

（３）演　　題　「今こそ考えよう少年非行防止」

（４）講　　師　平城佳代子さん（北九州サポートセンター）

住民課

●人権講演会開催のお知らせ● 今年も下記のとおり、人権講演会を開催します。
皆様のお越しをお待ちしております。
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築
上
郡
就
学
指
導
委
員
会
主
催

　
来
年
度
小
学
校
等
へ
就
学
予
定
の

お
子
様
を
対
象
に
、
教
育
診
断
及
び

教
育
相
談
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

▼
日
　
時
　
平
成
19
年
８
月
29
日
（水）

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
17
時

▼
場
　
所
　
吉
富
フ
ォ
ー
ユ
ー
会
館

▼
対
象
者

　
①
平
成
20
年
度
就
学
予
定
の
児
童

　
　
生
徒
及
び
在
校
生
と
保
護
者

　
②
特
別
支
援
学
校
等
へ
転
学
を
希

　
　
望
す
る
児
童
生
徒
と
保
護
者

▼
内
　
容
　
障
害
に
応
じ
た
教
育
診

　
断
及
び
教
育
相
談

▼
相
談
員
　
別
府
大
学
短
期
大
学
部

　
准
教
授
・
足
立
圭
司
氏

▼
申
込
先
　
吉
富
町
教
育
委
員
会

　
（
申
込
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

▼
申
込
期
限
　
８
月
13
日
（月）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
吉
富
町
教
育
委
員
会

　
　
２
２
‐
１
９
４
４
ま
で
　

教
育
診
断
・
教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

（
９
時
～
22
時
・

　
受
付
は
21
時
30
分
ま
で
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

日
曜
日

祝
　
日

豊
前
市

荒
　
堀

〃

下
池
永

中

津

市

民

病

院

8
・
14

下
池
永

中

津

市

民

病

院

8
・
15

幸
　
子

よ
し
と
み
整
形
外
科
リ
ウ
マ
チ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

下
池
永

中

津

市

民

病

院

8
・
13

八
　
屋

江

本

ク

リ

ニ

ッ

ク

8
・
5

三
毛
門

重
岡
胃
腸
科
外
科
医
院

8
・
19

八
　
屋

八

屋

第

一

診

療

所

〃

一
ツ
松

西
　
　
郡
　
　
医
　
　
院

〃

中
央
町

里

見

医

院

〃

中
央
町

田

縁

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

栄
　
町

久

持

ク

リ

ニ

ッ

ク

8
・
12

宇
　
野

福

田

医

院

8
・
26

八
　
屋

渡

邊

整

形

外

科

〃

上
宮
永

小

路

内

科

〃

丸
山
町

久

持

医

院

〃

上
宮
永

内

尾

整

形

外

科

〃

殿
　
町

南
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

久
　
松

と
も
お
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

◆対 象 者　吉富町在住の20歳以上の方

　　　　　　（以前受講した方についても申込みできますが、

定員を超す場合は初めて受講する方を優先さ

せていただきます。）

　　　　　　※ワープロ等の文字入力ができる方

◆講　　座　エクセル中級講座

◆講座内容　表計算を使用して、データ加工等を行う

◆開催日時　8月23日（木）・24日（金）

　　　　　　午後１時30分～午後３時30分

　　　　　　（1日２時間の2日間）

◆申し込み受付期間

　　　　　　8月6日（月）から8月17日（金）

　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで

　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

◆場　　所　吉富フォーユー会館 ３階 パソコン教室

◆定　　員　20名（先着順とします。）　最小催行人数5名

◆受 講 料　無料（ただし、テキスト代として200円必要と

なります。）

◆申し込み　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）

　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みくだ

さい。都合で申し込みに来られない方は、電話

受付をいたします。

◆問い合せ　吉富町教育委員会　　22‐1944

パソコンに触れてみよう! 
生涯学習講座「パソコン教室」
の受講生を募集します

■対　　象　18歳以上の吉富町在住者
　　　　　　定員40名

■開催日時　平成19年8月23日（木）
　　　　　　19：30～21：00

■会　　場　吉富中学校プール

■内　　容　アクアビクス
　　　　　　（水中で行うエアロビクス）

■募集期間　平成19年8月6日（月）
　　　　　　　　　　　　　～8月17日（金）

■申し込み問合せ
　　　　　　吉富フォーユー会館内
　　　　　　吉富町教育委員会　22-1944

■そ の 他　参加は無料です。
　　　　　詳細は、締め切り後に、申込者
　　　　　宛に別途通知します。

アクアビクス教室
参加者募集!

吉富町総合型地域スポーツクラブ事業
吉富

元気アッ
プ

倶楽部

　水中では浮力が働くため、腰やひざへの負
担が軽減するとともに、水が適度な抵抗となり、
効果的なトレーニングになります。
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ホームヘルパー2級課程養成研修の受講者募集ホームヘルパー2級課程養成研修の受講者募集ホームヘルパー2級課程養成研修の受講者募集
　高齢者社会において必要とされるホームヘルパー2級課程養成研修を次の日程により開催します。

申込締切　8月28日（火）

申込お問合せ先

　　　　　吉富町役場　健康福祉課（　0979-24-1123）

　　　　　日本赤十字社福岡県支部 福祉推進課

　　　　　（　092-523-1617）

主　　催　財団法人　福岡県市町村振興協会

　　　　　（　092-651-1121）

委 託 先　日本赤十字社福岡県支部 福祉推進課

　　　　　（　092-523-1617）

実施時期　講義／10月10日～12月20日までの間の平日

　　　　　　　　（修了式　平成20年3月19日）

　　　　　実技／講義期間中の7日間

　　　　　実習／平成20年1月9日～3月7日までの間の5日間

　　　　　時間／講義、実技については9時30分～16時45分

　　　　　　　　（内容によっては、若干の変更もあります。）

研修会場　講義／豊前地域職業訓練センター

　　　　　実技／同上　　　　（　0979-82-1511）

募集定員　６名（申込者多数の場合は抽選）

受 講 料　20,000円（テキスト代を含む。）

　　　　　その他、施設実習時に健康診断書（10,000円程度）

　　　　　の提出が必要となります。

《平日コース》

この研修について今年度は見直しがあり、吉富町は平日コース

のみとなります。(土日コースは廃止になりました。)

　吉富町青少年育成町民会議では、家庭での語らい

のきっかけづくりのため、「家庭のふれあい映画鑑

賞会」を実施します。家族で一緒に、ご参加ください。

◆上映作品：「ライアンを探せ！」

◆日　　時：平成1９年８月１９日（日）

　　　　　　　午後1時30分から上映開始

◆会　　場：吉富フォーユー会館　２階

　　　　　  視聴覚室

◆主　　催：吉富町青少年育成町民会議

※入場無料、ただし入場整理券（吉富フォーユー会

館で配布）が必要です。入場整理券をお持ちでな

い方は、入場できない場合がありますのでご了承

ください。

　町内に居住する青少年と家族の方が対象です。入

場整理券は、８月６日（月）から吉富フォーユー会

館窓口で配布します。

　（子どもだけ、大人だけの入場はできません。）

◆入場整理券配布・問い合わせ

　吉富町青少年育成町民会議　事務局

　（吉富フォーユー会館内）　　２２－１９４４

家庭のふれあい映画鑑賞会

子ライオンのライアンがさらわれた！愛する息子
を救い出すため、父親サムソンと愉快な仲間たち
の大冒険が始まる。ふたたびめぐり逢える日を信
じてあきらめない父と子の奇跡の物語。

◆「ライアンを探せ！」解説◆

　劇団『ぱぺっと・ワンぴいす』による楽しい人

形劇の公演を開催します。

　ご近所の方たちとお誘いあわせして、子ども

とふれあいのひとときを過ごしませんか？

　親子で一緒にわくわく・ドキドキしながら、人

形劇を楽しんでください。

　入場料は無料で、公演の内容は下記のとおり

です。

　ご来場をお待ちしています！

◇主　　催　吉富町教育委員会

◇日　　時　８月24日（金）

　　　　　　午前10時30分から（約１時間程度）

◇会　　場　吉富あいあいセンター（JR吉富駅前）

◇プログラム　

　　①人形劇「まじょりーなのおくりもの」

　　②ブラックシアター「カエルの合唱」

　　③人形劇「いばりやの赤べえ」

　　④人形劇「三枚のおふだ」

　　⑤手話のうた「ともだちになるために」

◇対 象 者　町内在住の幼児とその保護者

◇この件に関するお問い合わせ先

　吉富町教育委員会　教務課　２２－１９４４

親子ふれあい人形劇の
お知らせ
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尾
坐
　
新
子

天
地
山
の
今
満
開
の
あ
ぢ
さ
ゐ
を
讃

ふ
が
に
鳴
く
う
ぐ
ひ
す
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
　
　
猛

満
ち
潮
に
流
れ
を
止
め
し
夕
岸
に
町

の
灯
淡
く
写
り
揺
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

早
朝
の
子
供
広
場
の
清
掃
に
草
刈
機

の
音
ひ
び
き
渡
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

甕
の
蓋
と
れ
ば
目
に
泌
む
赤
き
梅
一

人
居
の
友
に
送
り
て
や
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

亡
き
義
姉
の
十
三
回
忌
有
縁
の
も
の

無
沙
汰
を
わ
び
て
あ
り
し
日
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

デ
イ
ケ
ア
の
友
と
連
れ
立
つ
菖
蒲
園

白
黄
紫
の
眺
め
楽
し
む

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

神
湊
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
の
部
屋
に
居
て

沈
む
夕
陽
に
つ
い
手
を
あ
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
延
子

三
ッ
の
巣
に
つ
ば
め
の
雛
は
顔
を
出

し
静
か
な
我
家
は
当
分
賑
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
澤
　
忠
義

気
が
か
り
な
気
配
の
あ
り
て
ひ
き
返

し
車
を
と
め
て
石
亀
助
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

安
部
総
理
の
似
顔
絵
入
り
の
包
装
紙

バ
タ
ー
ク
ッ
キ
十
箱
買
ふ
は
め
と
な

る
（
萩
に
て
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
稔
　

ス
タ
ッ
フ
の
優
し
き
笑
顔
に
迎
へ
ら

れ
ケ
ア
の
ひ
と
日
の
始
ま
ら
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

夏
草
の
は
る
か
彼
方
に
六
月
の
国
東

の
海
静
も
り
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

自
在
な
る
二
歳
に
電
話
拒
ま
れ
ぬ

凌
霄
花
さ
き
盛
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

宝
寿
園
に
ツ
バ
メ
の
飛
ぶ
を
見
る
度

に
我
が
家
の
燕
里
帰
り
し
て
来
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

ア
フ
ガ
ン
に
用
水
路
成
せ
し
日
本
人

医
師
砂
漠
が
麦
畑
と
な
り
て
か
が
よ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

九
反
の
田
植
も
終
り
大
雨
に
ぐ
た
り

と
な
り
て
横
に
な
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

名
も
知
ら
ぬ
雑
草
な
れ
ど
愛
し
か
り

恥
ら
ふ
が
に
葉
に
赤
み
の
さ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

左
手
で
腰
痛
の
ツ
ボ
押
し
な
が
ら
記

憶
の
扉
開
け
る
夕
暮
れ

夏
衣
風
切
る
袂
月
忌
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
熟
女
ば
か
り
や

夏
ひ
ば
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

其
の
人
の
其
の
後
は
知
ら
ず
胡
瓜
揉
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

藪
萱
草
一
日
の
命
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

墨
を
摺
る
匂
い
籠
り
て
梅
雨
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
千
代
子

み
ど
り
児
の
大
き
な
欠
伸
シ
ャ
ボ
ン
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

無
聊
な
り
パ
ズ
ル
を
解
き
て
梅
雨
ご

も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
て
る
代

日
本
語
も
だ
じ
ゃ
れ
も
旨
し
夏
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

花
菖
蒲
裏
参
道
の
ま
が
り
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

小
雨
降
る
山
の
み
寺
の
七
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
恋
の
ジ
ャ
ン
プ
の
お
ど

け
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
く
み
女

あ
ち
こ
ち
の
痛
み
生
き
て
る
証
で
す

墓
掃
除
先
祖
あ
っ
て
の
私
で
す

日
日
好
日
ぐ
ち
を
言
い
合
う
人
が
い
る

前
向
き
に
生
き
て
明
日
の
風
を
呼
ぶ

ひ
げ
そ
っ
て
赤
い
服
で
も
着
て
行
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

は
し
ゃ
ぐ
子
へ
涙
を
誘
う
通
夜
の
席

歩
き
な
さ
い
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
が
急
き

立
て
る

胴
上
げ
に
頬
を
濡
ら
し
た
鬼
が
舞
う

感
激
の
涙
を
隠
す
太
い
腕

遠
慮
な
く
涙
を
流
せ
る
母
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

▼
日
時
　
平
成
19
年
８
月
25
日
（土）

　
　
　
　
18
時
～
（
小
雨
決
行
）

▼
場
所
　
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ
株

　
　
　
　
式
会
社

　
　
　
　
吉
富
地
区
事
業
場
南
側
グ

　
　
　
　
ラ
ン
ド

　
子
供
会
盆
踊
り
・
バ
ン
ド
演
奏
・

　
花
火
大
会
　
他

　
福
引
、
各
種
出
店
な
ど
な
ど
…

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
様
の

　
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
主
催
　
吉
富
夏
祭
り
実
行
委
員
会

▼
共
催

　
三
菱
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ー
マ

　
Ｍ
Ｐ
テ
ク
ノ
フ
ァ
ー
マ

　
エ
ー
ピ
ー
ア
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
ア
ル
ケ
マ
吉
富

　
不
二
興
産

　
三
菱
化
学
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
九
動 吉

富
夏
祭
り

こ
う
み
な
と

の
う
せ
ん
か
づ
ら

ひ
な

に
ぎ

あ
か
し

も

や
ぶ
か
ん
ぞ
う

あ
く
び

第
34
回

む
り
ょ
う

う
ま
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【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　
末
元
　
和
博

　
　
　
　
隼
太
ち
ゃ
ん
（
喜
連
島
上

）

　
前
田
　
智
隆

　
　
　
　
稟
心
ち
ゃ
ん
（
楡
　
生
）

　
川
端
　
孝
雄

　
　
　
　
夏
海
ち
ゃ
ん
（
今
吉
上
）

　
中
屋
敷
　
知
則

　
　
　
　
侑
哉
ち
ゃ
ん
（
小
犬
丸
上

）

　
小
野
　
寛
明

　
　
　
　
優
斗
ち
ゃ
ん
（
広
津
上
）

　
別
府
　
貢
吉

　
　
　
　
海
斗
ち
ゃ
ん
（
皇
后
石
）

  

松
末
　
裕
次

　
　
　
　
竜
聖
ち
ゃ
ん
（
今
吉
上
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　
大
秋
　
栄
介
様
　
49
歳
（
幸
子
団
地

）

　
中
松
　
洋
子
様
　
54
歳
（
土
　
屋
）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
清
家
　
裕
　
様
　
（
昭
　
　
和
）

　
橋
本
　
裕
幸
様
　
（
幸

子

古
）

　
中
松
　
久
敏
様
　
（
土
　
　
屋
）

　
　
　
（
７
月
11
日
受
付
分
ま
で
）

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

し
ゅ
ん
た

り
　
こ

な
つ  

み

ゆ
う  

や

ゆ
う  

と

り
ゅ
う
せ
い

か
い  

と

第29回吉富町文化祭が、１１月３日（土）、４日（日）の２日間にわたって開催されます。
文化祭で、皆さんの日ごろの活動の成果を発表してみませんか？

◆出品資格◆
　吉富町文化協会に所属しているサークル会員または個人
（※作品の出品を希望される方で、文化協会に加入されていない方は、出品申込書提出時に文化協会へ加入
してください。会費は1,300円です。）

◆出品の申し込み方法◆
出品の申し込みは、各サークルの代表者、または吉富町文化協会事務局（フォーユー会館内）に9月7日（金）
までに申し込んでください（期限厳守）。申し込み用紙は、フォーユー会館窓口に用意しています。
※出品点数は、一部門につき2点までです。

◆搬入・搬出等◆
　広報よしとみ10月号でお知らせいたします。

　文化祭についてのお問い合わせは、吉富フォーユー会館内・吉富町文化協会事務局（　２３－５００６）
　までどうぞ。

第29回吉富町文化祭第29回吉富町文化祭第29回吉富町文化祭

 

　来る11月４日（日）第29回吉富町文化祭においてフリー
マーケットを開催いたします。
　ご家庭で眠ったままになっている物、手作り作品等をフ
リーマーケットで売ってみませんか？
　子ども会、スポーツクラブ、その他団体、個人、参加条件
は問いません。
　申し込みは、吉富フォーユー会館窓口及び電話で受け付
けます。

■会　　場：吉富フォーユー会館周辺

■出 店 料：1店舗につき500円

■問合せ先：吉富町文化協会事務局（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　 （0979）23－5006

※申し込み多数の場合は抽選とさせていただきます。

フリーマーケット
出店募集のお知らせ
フリーマーケット
出店募集のお知らせ
フリーマーケット
出店募集のお知らせ

★募集定員　30名（男子若干名）　　　★修業年限　２年

★出願資格　中学校卒業以上及び中等教育の前期課程を修了以上の者

★試 験 日　平成19年12月15日（土）

★願書受付　平成19年11月12日～12月14日

★試験科目　国語・数学・作文・面接

★問合せ先　〒828-0021　福岡県豊前市大字八屋1522-2
　　　　　　豊前築上医師会看護高等専修学校
　　　　　　Tel・Fax 0979-82-0607

平成20年度准看護学生募集平成20年度准看護学生募集
貴方も専門職を目指しませんか！

＊准看護師試験合格率＊
＊就職率＊

＊准看護師試験合格率＊
＊就職率＊

100%



ち

き
ゅう
にやさし

い

100％再生紙

子宮がん・乳がん検診のお知らせ

月

◆検診対象者・間隔・料金�   

◆検診日程

【問合せ先】　吉富あいあいセンター 　２３－９９００

健康相談
10：00～12：00
あいあいセンター

月日

今月の健康案内　吉富町では、下記の日程で検診を行いますのでお知らせいたし
ます。�          
　検診の申し込みについては、７月に実施した対象者調べの際に
希望日を記入し、提出された方は、改めての申し込みは不要です。�          
　今から検診の申し込みをされる方は、あいあいセンターに
8月15日(水)までに電話で申し込んでください。(　23－9900)
　申し込み済みの方には、8月21日(火)以降に、あなたの地区の保
健推進員が「子宮・乳がん検診受診票」をお届けします。�          
　すでに申込み済みの方で、検診受診を取り消す方は、必ずあい
あいセンターに早めに連絡してください。

8
6

赤ちゃん広場
10：00～12：00
あいあいセンター

木日9
健康相談
10：00～12：00
あいあいセンター

20歳以上 2年に1回 ・昨年受診した方は
 対象外となります。
・乳がんの触診のみ
 の受付はできません。2年に1回

300円

500円40歳以上

9月1日 9：00～10：30 あいあいセンター�  

あいあいセンター�  

漁村センター� 

あいあいセンター�  

今吉上・今吉下・土屋・広津上　
広津下・幸子団地・直江�  

喜連島上・喜連島下・高浜
小犬丸上・小犬丸下・界木

幸子上・幸子古・別府・楡生
鈴熊・和井田・昭和�  

町全体9：00～10：30

9：00～10：30

9：00～10：30

9月2日

9月11日

9月12日

土

日

火

水

月日20
こころのリハビリ教室
10：00～12：00
あいあいセンター

水日22
赤ちゃん広場
10：00～12：00
あいあいセンター

木日23
１歳６か月児健診
13：30～14：30
あいあいセンター

金日24
介護家族健康相談
10：00～12：00
あいあいセンター

月日27
BCG予防接種（3～5か月児）
14：00～14：15
あいあいセンター

水日29

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
便
り

1歳のお誕生日おめでとう!

（H18年8月19日生　幸子団地）

　

りく

（H18年8月30日生　和井田）

せいら

（H18年8月6日生　皇后石）

　

さえら

（H18年8月19日生　高浜）

あやか

（H18年8月3日生　広津下）

たく み

米村　匠生ちゃん　

吉田　絢香ちゃん　

中根　幸来ちゃん　

木元　晴怜ちゃん　

中田　陸ちゃん　男

男

男女

女

項　目

月　日 曜日 時　間 場　所 対象地区

※検診料金は当日受付にてお支払いください。

※料金の免除について�       

 下記の�～�に該当する方は無料となります。�        

 �．70歳以上の方（平成20年4月1日で70歳になる方を含む）�        

 �．市町村民税非課税世帯の方�        

 �．生活保護世帯の方�       

※今年度中に対象年齢になる方は受診できます。

子宮がん検診
(頚部の細胞診）

乳がん検診
(触診･レントゲン併用）

料　金 注　意対象年齢 受診間隔


